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こうとう  く 

江東区の
れき し 

歴史を
たの

楽しく
まな

学ぼう！

  え  ど    じ だい

江戸時代、
こうとう  く  いき

江東区域には
おお

多くの
だいみょう

大名・
はたもと

旗本の
や しき ち

屋敷地がありまし

た。
めい じ 

明治になるとこれらの
と  ち

土地は
こうじょうようち

工場用地として
りよう

利用されました。
  く  いき

区域の
と  ち

土地は
こうじょう

工場を
けんせつ

建設するの

に
こう つ ごう

好都合な
じょうけん

条件がそろっていた

からです。

※ 
てつどう

鉄道・トラックなどの
りくじょう ゆ そう 

陸上輸送がまだ
はったつ

発達して
いなかったため、

ざいりょう

材料や
せいひん

製品を
はこ

運ぶ
とき

時は
ふね

船を
つか

使った
すいうん

水運が
つか

使われていました。

こうして
こうとう  く  いき

江東区域には
お   な   ぎ

小名木
がわ

川・
たてかわ

竪川・
よこじっけんがわ

横十間川などの
かわ  ぞ 

川沿いに

いくつもの
こうじょう

工場が
た

建てられ、
 に ほん

日本

の
きんだいさんぎょう

近代産業の礎が
きず

築かれました。
なか

中でも「
さんぱく

三白」といわれるセメント・
 さ  とう

砂糖・
 か がく ひ りょう

化学肥料は
こうとう  く 

江東区が
はっしょう

発祥の
ち

地といわれています。（※
こ  むぎ  こ

小麦粉

をいれて「
よんぱく

四白」ということもあり

ます）

 こう    とう      く  

江東区の
   きん    だい    さん   ぎょう 

近代産業
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歴 史
こうとう

～荒川放水路・農業・漁業・近代産業～
あら　 かわ　 ほう　 すい　   ろ のう　ぎょう ぎょ　ぎょう きん　 だい　 さん　ぎょう

れき　　　　　     し ワークブックワークブック
こう とう  く

なか  がわ  ふな  ばん  しょ    し   りょう かん

①
 と  しん

都心に
ちか

近い
②
  と   ち  だい

土地代が
やす

安い
③

うんが

運河が
おお

多く
うんぱん

運搬がしやすい

  こうとう  ち いき 

江東区域にあった
こうじょう

工場

あさ の 
浅野セメント

こうじょう
工場（セメント）

セメントは
  ど ぼく じ ぎょう
土木事業に

ふ か けつ
不可欠の

 し ざい
資材です。

めい じ せい ふ 
明治政府は

こくりょくきょうか
国力強化のために「

しょくさんこうぎょう
殖産興業」を

せいさく
政策に

う
打ち

た
立て、

せい ふ しゅどう
政府主導で

きよすみ
清澄に

めい じ 
明治8

ねん
年（1875）、

かんえい もはんこうじょう
官営模範工場を

せつりつ
設立しま

した。
せいなんせんそう
西南戦争による

ぐん じ  ひ 
軍事費の

ぞうだい
増大により

ざいせい
財政が

あっぱく
圧迫されたこと

を
う
受け、

めい じ 
明治16

ねん
年（1883）、

あさの そういちろう
浅野総一郎に

はら
払い

さ
下げられました。

あさ の
浅野は

そうぎょういらいひんしつ
創業以来品質の

かいぜん
改善に

つと
努め、

たか
高く

ひょうか
評価されました。

 に ほん せいせいとう かぶしきがいしゃ
日本精製糖株式会社（

 さ  とう
砂糖）

めいじいこう
明治以降、

 さ とう
砂糖は

ゆにゅう
輸入に

たよ
頼っており、

こっかじじょう
国家事業として

せいさん
生産しよ

うとしても
しっぱい
失敗する

むずか
難しい

じじょう
事業でしたが、のちに

 さ とうおう
砂糖王と

よ
呼ば

れた
すず き とうさぶろう
鈴木藤三郎が

すなむら
砂村（

げんすなまち
現砂町）で

 さ とう
砂糖の

せいぞう
製造に

せいこう
成功し、

めい じ 
明治

28
ねん
年（1895）

 にほん
日本

せいせいとうかぶしきがいしゃ 
精製糖株式会社を
せつりつ
設立しました。

とうきょうじんぞう ひりょう がいしゃ 
東京人造肥料会社（

 か がく ひ りょう
化学肥料）

  え  ど   じ  だい
江戸時代まで

 し よう
使用されていた

ほし か 
干鰯などの

ぎょ ひ 
魚肥が

てんねんひりょう
天然肥料と

よ
呼ばれたのに

たい
対し、

か がく てき しょ り 
化学的処理をして

せいさん
生産・

かこう
加工された

ひりょう
肥料を

じんぞうひりょう
人造肥料と

よ
呼びました。

めい じ 
明治20

ねん
年（1887）、

とうきょうじんぞう ひりょう がいしゃ 
東京人造肥料会社が

おおじま
大島に

せつりつ
設立され

 に ほんはつ
日本初の

かがくひりょう
化学肥料が

せいぞう
製造されました。

  に ほん せいふん かぶしき がいしゃ
日本製粉株式会社（

こ むぎ こ
小麦粉）

ばくまつ き 
幕末期の

かいこう
開港により

に ほん
日本にパン、

よう が し 
洋菓子、

ざいりょう
材料 の

こ むぎ こ
小麦粉

（
とう じ 
当時はメリケン

こ
粉といわれた）がもたらされました。

こ むぎ こ
小麦粉の

こくないせいさん
国内生産は

かんえい
官営のほか、

こう ぶ てつどう
甲武鉄道の

とりしまりやく
取締役を務め、

こうしゅうざいばつ
甲州財閥と

なった
あめみやけいじろう
雨宮敬次郎が

ちゃくしゅ
着手しました。

 にほんせいふんかぶしきがいしゃ
日本製粉株式会社は、

に ほん
日本

せいせいとうかぶしきがいしゃ
精製糖株式会社を

せつりつ
設立した

すず き とうさぶろう
鈴木藤三郎が

はっちゅう
発注した

さいしん か こう
最新加工

システムのロールミル
せつびいっしき
設備一式を

どうにゅう
導入し、

めい じ 
明治29

ねん
年（1896）

せつりつ
設立されました。

このほか、
 お  な  ぎ  がわ
小名木川などの

かわ ぞ 
川沿いには

ぼうせきぎょう
紡績業、

てっこうじょ
鉄工所など

さまざま
様々な

じゅうこうぎょう
重工業の

こうじょう
工場が

た
立ち

なら
並んでいました。

いしずえ

　

 にほんせいせいとうかぶしきがいしゃ 
日本精製糖株式会社

日本精製糖株式会社

東都三十六景「洲さ紀汐干狩
」

砂村三寸人参、砂村丸茄、
亀戸大根レプリカ



じぎょう

事業（
だい

第1
  き かいしゅう

期改修）
しゅんこう

竣工

・
あらかわほうすい ろ じ ぎょう しゅんこう

荒川放水路事業竣工（
だい

第1
 き かいしゅう

期改修）

しょうわ

昭和5
ねん

年 （1930）

水通川荒新祝

2 3

あらかわ ほうすい ろ  

荒川放水路は
めい じ 

明治43
ねん

年の
だいこうずい

大洪水

がきっかけとなり
いわぶちすいもん

岩淵水門（
きた く 

北区）

を
 き てん

基点に
とうきょうわん

東京湾に
む

向けた
じんこう か せん

人工河川

として
けいかく

計画されました。
こう じ

工事には、
おお

多くの
し ざい

資材と
ろうりょく

労力が

ついやされ、
とう じ

当時、
せ かい

世界でも
さいしん

最新

の
ぎじゅつ

技術や
き かい

機械が
どうにゅう

導入されました。
やく

約20
ねん

年の
さいげつ

歳月をかけて
かんせい

完成した
ほうすい ろ

放水路は
いま

今も、
しゅとけん

首都圏を
こうずい

洪水の
き  き

危機から
まも

守りつづけています。
あらかわ ほうすい ろ ぞ 

荒川放水路沿いも
めい じ  じ だい 

明治時代は
しゅくばまち

宿場町や
のうそん

農村が
てんざい

点在する
でんえん  ち たい

田園地帯

でしたが、その
ご

後は
きゅうげき

急激に
じんこう

人口
しゅうせき

集積が
すす

進み
し がい ち

市街地へと
か

変わって

いきました。

あら　 かわ 　 ほう　 すい　  ろ 

荒川放水路の
かい   さく

開削

あおやまあきら

青山 士が
し   き

指揮した
あらかわ  ほうすい  ろ   かいさく こう  じ 

荒川放水路開削工事
あおやまあきら

青山士 は
 に ほんじん

日本人で
ゆいいつ

唯一パナマ
うん が  けんせつ 

運河建設
こう  じ

工事に
さん か 

参加した、
 に ほん

日本
を
だいひょう

代表する
  ど ぼく ぎ じゅつ しゃ

土木技術者
の

ひとり

一人です。
き こく ご

帰国後に
ないむしょう

内務省に
にんかん

任官し、
あらかわ

荒川
ほうすい ろ  かいさくこう じ 

放水路開削工事に
さんか

参加
し、

さいこうせきにんしゃ

最高責任者となりま
した。

こうふたち

工夫達とともに
こうじ

工事の
げんば

現場にたち、
おお

多くの
じんぼう

人望を
あつ

集めました。

「
あらかわ かりゅう かいしゅう こう じ  へいめん ず  
荒川下流改修工事平面図」（国土交通省荒川下流河川事務所 所蔵）より作成

・　 の左 写真は江東区教育委員会 所蔵

いわぶちすいもん
岩淵水門での

つうすい  き ねん しきてん
通水記念式典

たいしょう
大正13

ねん
年10

がつ
月12

にち
日

（国土交通省荒川下流河川事務所 
所蔵）

荒
川
放
水
路（
現
荒
川
）

あ
ら
か
わ 

ほ
う
す
い 

ろ  　
げ
ん
あ
ら
か
わ

荒
川（
現
隅
田
川
）

あ
ら
か
わ　
げ
ん 

す
み 

だ 

が
わ

岩
淵
水
門

い
わ
ぶ
ち
す
い
も
ん

あらかわ ほうすい ろ 
荒川放水路ができるまで

あらかわ ほうすい ろ つうすい

荒川放水路通水から100ねん
年

マンガ

いち ど 
一度の

はんらん
氾濫も

な
無し!!

あらかわ

荒川の
かいしゅう

改修
こう  じ 

工事を
けってい

決定!

たいしょう

大正6
ねん おお つ な

み 

年大津波(
たかしお

高潮)

まち
町は
すい  ろ 
水路で

はってん
発展

したが…

じょうりゅう
上流は
なん ど 
何度も
はんらん
氾濫
する…

あおやま
青山さん!
ほうすい  ろ  
放水路の
かいさくこう  じ 
開削工事を
し　き
指揮して
ください!!

いま
今も

とうきょう
東京を

すいがい
水害から

まも
守って

いるぞ！！

  え　ど　じ  だい
江戸時代から…

こう  じ 
工事は

こんなん
困難を

きわ
極める…

と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康

めい  じ 
明治になっても…

あおやま あきら
青山 士 は

 に  ほんじん
日本人で

ゆいいつ
唯一、

パナマ
うん が 
運河の

けんせつ
建設に

さん か 
参加した

 ど  ぼく ぎじゅつ しゃ
土木技術者だった

しかし
あおやま
青山が

せっけい
設計した

いわぶちすいもん
岩淵水門は

ひがい
被害を

う
受けなかった

1 2

3 4 5

6 7

1924年荒川放水路通水!!

明治43年大洪水明治43年大洪水明治43年大洪水

ねん

あら  かわ  ほう  すい　ろ
つうすい

1910年1910年

ねん

だい　こう　ずいだい　こう　ずい
めい じめい じ

あおやまあきら

青山 士

1924年荒川放水路通水!!

ばんざーい

が
ん
ば
り
ま
す

たいしょう
大正12

ねん かんとうだいしんさい 年関東大震災

あおやまあきら
青山士（国土交通省荒川
下流河川事務所 所蔵）

めい じ 

明治43
ねん

年（1910）
あらかわかいしゅうけいかくりつあん

荒川改修計画立案
あらかわ ほうすい ろ   じ ぎょう

荒川放水路事業に
ちゃくしゅ

着手

あらかわ ほうすい ろ  つうすい

荒川放水路通水

めい じ 

明治44
ねん

年（1911）

たいしょう

大正13
ねん

年（1924）

・
ようちばいしゅう

用地買収と
 い  てん

移転などの
きょう ぎ 

協議に
はい

入る

・
あらかわほうすいろぜんせん

荒川放水路全川にわたり
つうすい

通水

6 の右 写真は国立国会図書館デジタルコレクション62



こうとう  く  いき

江東区域は
きゅう と  ね  がわ 

旧利根川（
げんざい

現在の
 え   ど  がわ

江戸川）・
あらかわ

荒川などが
はこ

運んだ
どしゃ

土砂

が
たいせき

堆積してできた
ちゅうせきていち

沖積低地です。
すいぶん

水分をよく
ふく

含み、
すな

砂と
ねんど

粘土が
てきど

適度

に
ま

混じった
どじょう

土壌は
はたさく

畑作に
む

向いてい

ました。

16
せい  き  まつ  い こう

世紀末以降、
に ほん かく  ち

日本各地で
しんでんかいはつ

新田開発が
さか

盛んに
おこな

行われました。
こうとう  く  いき

江東区域も
  え   ど   し ちゅう

江戸市中 の
はってん

発展と

ともに
しんでんかいはつ

新田開発が進められ、
きょだい

巨大
しょう ひ  ち   え   ど  

消費地江戸の
だいどころ

台所を
ささ

支える
いちだい

一大
のう ち 

農地として
せいちょう

成長しました。

こうとう   く  いき

江東区域の
しんでんかいはつ

新田開発と
そくせいさいばい

促成栽培

 こう    とう      く  

江東区の
 のう   ぎょう

農業
ちょう   せん 

挑戦! 
 こう    とう      く  

江東区の
 のう   ぎょう

農業

ふかがわ はちろう    え も ん    
深川八郎右衛門の

ふかがわかいたく
深川開拓

ふかがわむら
深川村は、

せっつのくに
摂津国から

き
来た

ふかがわはちろう
深川八郎

え  も   ん
右衛門が

す
住み

はじ
始めたことが

はじ
始まりといわ

れています。
とくがわいえやす
徳川家康が

たか  が 
鷹狩りで

おとず
訪れた

さい
際に、

 ち めい
地名がなかったため、

はちろう   え  も   ん
八郎右衛門の

みょうじ
苗字である

ふかがわ
深川を

 ち めい
地名とし、

けいちょうがんねん
慶長元年

（1596）、
しんでんかいはつ
新田開発を

おこな
行うことになったと

いわれています。
すなむらしん  ざ え も ん 
砂村新左衛門の

すなむらかいたく
砂村開拓

すなむらしんでん
砂村新田は

まんじ
万治2

ねん
年（1659）、

さがみのくにみうらごおり
相模国三浦郡から来た

すなむらしん  ざ え も ん 
砂村新左衛門・

しん し ろう
新四郎が

き
切り

ひら
開いて

かいはつ
開発したといわれています。

すなむら  け 
砂村家は

きん せ   しょ き
近世初期の

さがみのくに
相模国における

ゆうりょく
有力な

かいたくしゃ
開拓者でした。

まつもときゅうしろう
松本久四郎の

そくせいさいばい
促成栽培

かんぶんねんかん
寛文年間（1661～1672）、

 なかた しんでん
中田新田の

とくのうか まつもときゅうしろう
篤農家松本久四郎が

 や さい
野菜の

そくせいさいばい
促成栽培を

こうあん
考案し、3

がつちゅうじゅん
月中旬に

な す
茄子・

きゅうり
胡瓜・

なたね
菜豆の

さんしゅ
三種を

しょうぐんけ
将軍家へ

けんじょう
献上しました。これが

おお
大いに

よろ
喜ばれ

めいせい
名声を

はく
博しました。

 い こう すなむら
以降砂村の

そくせいさいばい
促成栽培はこの

ち
地の

めいぶつ
名物として

 めい じ なかごろ
明治中頃までもてはやされました。

すなむら
砂村の

そくせいさいばい
促成栽培は「はつもの」または「もやし」といわれて

しちゅう
市中に

 で  まわ
出回りました。

54

すなむら さんすん にんじん

砂村三寸人参
  え ど   じ だいまつ
江戸時代末に

ゆにゅう
輸入された

ね
根の

みじか
短い

しゅ
種が、

めい じ   じ だい
明治時代に

すなむら
砂村（

げんざい
現在の

 こうとう く  きたすな
江東区北砂・

みなみすな
南砂など）で

かいりょう
改良され、

さいばい
栽培

された
ちめい
地名をとって

すなむらさんすんにんじん
砂村三寸人参になりました。

すなむら

砂村ナス
さいばい
栽培しやすく、

さまざま
様々な

た
食べ

かた
方

ができる
 や さい
野菜です。

げんぞん
現存する

しりょう
史料から

  え  ど    じ  だい
江戸時代の

ころ
頃は

 こ がた
小型

で
でんきゅうがた
電球型をしていたと

おも
思われ

ます。
おも
主に

はや だ 
早出し

さいばい
栽培を

りょう り  や   む  
料理屋向けに

つく
作る

ひんしゅ
品種でした。

かめいどだいこん

亀戸大根
  え  ど   じ だい  しょ き 
江戸時代初期、

すなむら
砂村（

げんざい
現在の

 こうとう く  きたすな
江東区北砂）

の
かいたく ち 
開拓地に

も
持ち

こ
込まれて

さいばい
栽培されました。

こ
小ぶりなカブのように

なか み 
中身が

つ
詰まったやわ

らかい
だいこん
大根で、

とう じ 
当時の

ひとびと
人々はみずみずしい

は
葉とともに

あさ づ 
浅漬けにして

た
食べました。

すなむら

砂村ネギ
てんしょうねんかん
天正年間（1573～1592）

に
おおさかほうめん
大阪方面からの

にゅうしょくしゃ
入植者に

よって
すなむら
砂村で

さいばい
栽培されたのが

はじ
始まりとされています。

とうしょ
当初は

は
葉の

 ぶ  ぶん
部分を

た
食べていましたが、

つち
土の

なか
中の

しろ
白い

 ぶ  ぶん
部分がおいしいことが

わ
分かり、

しろ
白い

 ぶ  ぶん
部分の

なが
長いネギが

ゆうりょうひん
優良品とされました。

さいばい
栽培

ほうほう
方法が

せんじゅ
千住に

ひろ
広まり、

せんじゅ
千住ねぎのルーツにもなりました。

  え   ど   じ だい 
江戸時代に

かいはつ
開発された

しんでん
新田や

そくせいさいばい
促成栽培

  え   ど   じ だい 
江戸時代に

こうとう  く いき
江東区域・

しゅうへん
周辺で

さいばい
栽培された

 や さい
野菜

かめいどだいこん
亀戸大根
  え  ど   じ だい  しょ き 

江戸時代初期、
すなむら

砂村（
げんざい

現在の
 こうとう く  

江東区（　　　　　　　））のかいたく ち 

開拓地に
も

持ち
こ

込まれて
さいばい

栽培。
こ

小ぶりなカブのように
なか み 

中身が
つ

詰まったやわらかい
だいこん

大根。
とう じ 

当時の
ひとびと

人々はみずみずしい（　　　　　　　）とともに（　　　　　　　）にしてた

食べた。

（　　　　　　　）にんじん人参
（　　　　　　　）じ だいまつ時代末に

ゆにゅう

輸入された
ね

根の
みじ

短かい
しゅ

種が、
めい じ   じ だい

明治時代に（　　　　　　　）（げんざい

現在の
 こうとう く  きたすな

江東区北砂・
みなみすな

南砂など）で
かいりょう

改良され、
さいばい

栽培された
 ち めい

地名をとって（　　　　　　　）にんじん人参になりました。
すなむら
砂村ねぎ
（　　　　　　　）ねんかん年間（1573～1592）に

おおさかほうめん

大阪方面からの
にゅうしょくしゃ

入植者によって
すなむら

砂村で
さいばい

栽培された

のが
はじ

始まり。
つち

土の
なか

中の
しろ

白い
 ぶ  ぶん

部分がおいしいことが
わ

分かり、
しろ

白い
 ぶ  ぶん

部分の
なが

長いネギが
ゆうりょうひん

優良品となった。
さいばいほうほう

栽培方法が（　　　　　　　）にひろ

広まり、（　　　　　　　）のルーツにもなった。

（　　　　　　　）がかいたく
開拓した

ふかがわむら
深川村

（　　　　　　　）からき

来た
ふかがわ はちろう    え も ん    

深川八郎右衛門が
す

住み
はじ

始めたことが
はじ

始まり。

（　　　　　　　）しんでん新田
さがみのくに

相模国から
き

来た（　　　　　　　）としん し ろう

新四郎が
き

切り
ひら

開いて
かいはつ

開発したといわれている。
そくせいさいばい
促成栽培
 なか た  しんでん

中田新田の（　　　　　　　）が や さい

野菜の
そくせいさいばい

促成栽培を
こうあん

考案。
しょうぐん

将軍に
けんじょう

献上した後、この
ち

地の
めいぶつ

名物として
 めい じ なかごろ

明治中頃までもてはやされた。
そくせいさいばい

促成栽培は「はつもの」または「（　　　　　　　）」といわれて
しちゅう

市中に
 で まわ

出回った。
　



てんしょう

天正18
ねん

年（1590）、
  え  ど しゅうへん
江戸周辺の

ぎょぎょう

漁業は
ひとびと

人々の
しょく

食を
ささ

支えられるほど
はってん

発展していなかったため、

（　　　　　　　）  （げんざい

現在の
おおさか し 

大阪市）から
りょうし

漁師を
よ

呼び
よ

寄せた。
ふかがわ  ち  いき

深川地域では
いわしながしあみ

鰯流網、
しばえびながしあみ

芝蝦流網などの
さまざま

様々な
りょう

漁が
おこな
行われていた。

このほか
とおあさ

遠浅の
 ひ がた

干潟を
 り よう

利用して、
かいけた

貝桁・
かいまき

貝巻などの
ほうほう

方法で多くの
かいるい

貝類が
さいしゅ

採取され、
しょみん

庶民も
しお

潮の
み

満ち
ひ

引きが
おお

大きくなる
はる

春の（　　　　　　　） の じ   き

時期に
しお  ひ   が

潮干狩りを
たの

楽しんだ。

  の  り ようしょく

海苔養殖は
え   ど   じ だい  しょ き
江戸時代初期から

ちゅうき
中期のころに始められた。

（　　　　　　　） ・（　　　　　　　） などでさか
盛んに

ようしょく
養殖が

おこな
行われていた。

（　　　　　　　）   ち いき地域では
めい じ
明治10

ねんだい
年代に入ってから

ようしょくじょう
養殖場が

みと
認められて

ほんかくか
本格化した。

めい じ  ちゅうき
明治中期ごろから（　　　　　　　） でも  の  り ようしょく

海苔養殖が
はじ
始められた。

いえやす

家康が
にゅうふ

入府した
とうじ

当時（
てんしょう

天正18
ねん

年（1590））、
  え  ど しゅうへん

江戸周辺の
ぎょぎょう

漁業は
え   ど

江戸の
ひとびと

人々の
しょく

食を
ささ

支えられるほど
はってん

発展していませんでした。そこで
せっつのくに つくだむら

摂津国佃村（
げんざい

現在の
おおさか し 

大阪市）から
りょうし

漁師を
よ

呼び
よ

寄せ、
  え    ど  わん

江戸湾で
りょう

漁を
おこな

行わせました。
せんしんてき

先進的な
ぎじゅつ

技術を
しゅうとく

習得し、
かくだい

拡大・
はってん

発展した
え   ど

江戸の
ぎょぎょう

漁業はやがて

「
  え  ど  まえ

江戸前」と
よ

呼ばれる
ぶんか

文化を
たんじょう

誕生

させました。

ふかがわ  ち  いき

深川地域で
おこな

行われていた
ぎょぎょう

漁業

 こう    とう      く  

江東区の
  ぎょ  ぎょう

漁業

●
いわしながしあみ

鰯流網　●
しばえびながしあみ

芝蝦流網　●
こ    ざ    こ

小雑魚　
●サヨリ

ひきあみ

引網  　●ウナギ
ひきあみ

引網　 
●ウナギ

なわ

縄　●
 こ  あみ るい

小網類　●
しら うお あみ

白魚網　
●

 と  あみ

投網　●ボラそのほか
つりりょう

釣漁　
●ウナギ

かき

掻　●
うお けた るい

魚桁類

このほか
とおあさ
遠浅の

 ひ がた
干潟を

 り よう
利用して

かいけた
貝桁・

かいまき
貝巻などの

ほうほう
方法で

かいるい
貝類が

さいしゅ
採取されまし

た。
しょみん
庶民もこの

とおあさ
遠浅の

うみ
海を

 り よう
利用して、

しお
潮の

み
満ち

ひ
引きが

おお
大きくなる

はる
春の

おおしお
大潮の

じ   き
時期に

ふかがわ す さき
深川洲崎などで

しお  ひ   が
潮干狩りを

たの
楽しみました。
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  の  り  ようしょく

海苔養殖

かつての
ぎょぎょう

漁業を
いま

今に
つた

伝える
どう ぐ 

道具

ちょう   せん 

挑戦! 
 こう    とう      く  

江東区の
  ぎょ  ぎょう

漁業
こうとう  く いき
江東区域の漁業の始まり

こうとう  く いき
江東区域の

   の  り ようしょく
海苔養殖

この
どう ぐ 
道具の

なまえ
名前は

なん
何だろう？

（　　　　　　　） （　　　　　　　） （　　　　　　　） 

の  り
海苔とり

ぶね
船

「
とう と  さんじゅうろっけい
東都三十六景」

す
洲さ

  き  しお ひ がり
紀汐干狩

こし まき かご
腰巻籠

か   き
牡蠣むき

ほうちょう
包丁

  ひ  こう  き ほうちょう
飛行機包丁

【江東区有形民俗文化財】海苔生産用具及び関連資料35点 （2019年4月1日登録）

【江東区有形民俗文化財】貝漁及び鰻漁関連資料9点（2023年5月18日登録）

こうとう  く  いき
江東区域の

ぎょぎょう
漁業は

うみ
海の

おせん
汚染や

かいがんせん
海岸線の

う
埋め

た
立てが

すす
進んだこと

によって
しょうわ
昭和37

ねん
年（1962）に

ぎょぎょうけん
漁業権を

ほうき
放棄し、

すがた
姿を

け
消しまし

た。しかし、
げんざい
現在まで

のこ
残された

かいりょう
貝漁や

うなぎりょう
鰻漁、

  の  り ようしょく
海苔養殖に

かん
関する

しりょう
資料からかつての

すがた
姿を

かい  ま  み  
垣間見ることができます。

あさ せ 
浅瀬や

 ひ がた
干潟で

かい
貝を

と
採るとき

に
つか
使う。

え
柄をもって

うし
後ろ

む
向き

に
すす
進みながら

どう ぐ 
道具を

ひ
引いて

かい
貝

を
と
採る。

2～3
まい
枚の

は
刃が

え
柄に

たい
対して

ちょっかく
直角

に
つ
付いた

ほうちょう
包丁で、タタキダイと

いうまな
いた
板にのせた

なま  の  り  
生海苔を

こま
細かく

きざ
刻むために

つか
使う。

とが
尖った

せんたん
先端を

か   き
牡蠣の

から
殻の

あいだ
間

に
さ
刺して

わ
割り

ひら
開く。

かた
固い

から
殻を

ひら
開くために

ちから
力を

い
入れやすい

ように
え
柄を

みじ
短くしてある。

ようしょくぎじゅつ
養殖技術の

はったつ
発達によって

う
生まれた

え  ど
江戸の

めいさん
名産の

ひと
一つとして

あさくさ  の   り 
浅草海苔があげられます。

  の  り ようしょく
海苔養殖は

え   ど   じ だい  しょ き
江戸時代初期から

ちゅうき
中期の

ころに
はじ
始められ、

おおもり
大森・

しながわ
品川などで

さか
盛んに

おこな
行われました。

ふかがわ  ち いき
深川地域では

めい じ
明治10

ねんだい
年代に

はい
入ってから

ようしょくじょう
養殖場が

みと
認められて

ほんかくか
本格化しました。

ふかがわ
深川に

つづ
続いて

めい じ  ちゅうき
明治中期ごろから

すなむら  ち いき
砂村地域でも

  の  り ようしょく
海苔養殖が

はじ
始められ、

せんご
戦後の

しょうわ
昭和30

ねんだい
年代まで

つづ
続きました。

『
  え    ど   めいしょ   ず  え

江戸名所図会』
つくだじま しらうお りょう

佃島白魚漁
よる
夜にかがり

び
火をたいて

よ
四つ

 て あみ
手網を

つか
使って

おこな
行われた

しらうおりょう
白魚漁は

そうしゅん
早春の

え  ど
江戸の

ふうぶつし
風物詩

となっていました。


